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議事日程 

      第１ 諸般の報告について 

      第２ 会議録署名議員の指名について 

      第３ 会期の決定について 

      第４ 委任専決第６号及び委任専決第７号 

         （損害賠償の額を定めることについて他１件） 

      第５ 議第６８号から議第９１号まで一括上程 

         （野洲市体育・スポーツ振興審議会条例他２３件） 

      第６ 議第７８号から議第８８号までの決算認定の監査報告 

市長提出議案 

      委任専決第６号 損害賠償の額を定めることについて 

      委任専決第７号 損害賠償の額を定めることについて 

      議第６８号 野洲市体育・スポーツ振興審議会条例 

      議第６９号 野洲市まちづくり協働推進センター条例 

      議第７０号 野洲市部設置条例の一部を改正する条例 

      議第７１号 政治倫理の確立のための野洲市長の資産等の公開に関する条例 

            の一部を改正する条例 

      議第７２号 野洲市情報公開条例及び野洲市個人情報保護条例の一部を改正 

            する条例 

      議第７３号 野洲市の議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使 

            用及び選挙運動用ポスターの作成の公費負担に関する条例の一 

            部を改正する条例 

      議第７４号 平成１９年度野洲市一般会計補正予算（第１号） 

      議第７５号 平成１９年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 
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      議第７７号 平成１９年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

      議第７８号 平成１８年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 

      議第７９号 平成１８年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

      議第８０号 平成１８年度野洲市老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

      議第８１号 平成１８年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

      議第８２号 平成１８年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳 

            出決算の認定について 

      議第８３号 平成１８年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

      議第８４号 平成１８年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

      議第８５号 平成１８年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

      議第８６号 平成１８年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

      議第８７号 平成１８年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ 

            いて 

      議第８８号 平成１８年度野洲市水道事業会計決算の認定について 

      議第８９号 訴えの提起について 

      議第９０号 訴えの提起について 

      議第９１号 市道路線の認定及び廃止について 

開議       午前８時５８分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（田中栄太郎君） （午前８時５８分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は２４名であります。 

 定足数に達しておりますので、平成１９年第３回野洲市議会定例会を開会いたします。 
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 直ちに本日の会議を開きます。 

 （日程第１） 

○議長（田中栄太郎君） 日程第１、諸般の報告を行います。 

 出席議員２４名、全員であります。 

 次に、本日の議事日程は既に配付済みの議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、お手元に配付しており

ます文書のとおりでありますのでご了承願います。 

 次に、議員派遣につきましては、地方自治法第１００条第１２項及び会議規則第１２１

条の規定に基づき、本職において議員の派遣を決定しましたのでご報告申し上げます。な

お、派遣の詳細はお手元に配付しております文書のとおりでありますのでご了承願います。 

 次に、平成１９年第２回野洲市議会定例会において可決されましたウイルス肝炎患者の

医療環境改善に関する意見書につきましては、平成１９年７月２日付をもって内閣総理大

臣をはじめ関係方面に提出しておきましたので、ご報告申し上げます。 

 次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、平成１８年度財団法人野洲市文

化スポーツ振興事業団事業報告書及び決算書、平成１８年度野洲市湖岸開発株式会社事業

報告書及び財務諸表、平成１９年度野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務諸表が市

長より提出されておりますのでご報告申し上げます。 

 （日程第２） 

○議長（田中栄太郎君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、第２番、矢野隆行君、第３番、

梶山幾世君を指名いたします。 

 （日程第３） 

○議長（田中栄太郎君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２６日までの２７日間といたしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（田中栄太郎君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２６日ま

での２７日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、既に配付済みの会期日程のとおりであります
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のでご了承願います。 

 （日程第４） 

○議長（田中栄太郎君） 日程第４、委任専決第６号及び委任専決第７号、損害賠償の額

を定めることについて他１件について、市長より報告を求めます。 

 市長。 

○市長（山﨑甚右衞門君） 皆さん、おはようございます。本日、ここに平成１９年第３

回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆さんには全員ご出席を賜り、厚

く御礼を申し上げます。 

 本定例会につきましては、報告事項といたしまして、委任専決処分２件、また議決案件

といたしまして条例の制定２件、条例の一部改正４件、平成１９年度補正予算４件、平成

１８年度決算の認定１１件、その他３件の合計２４件につきましてご審議をお願いするも

のでございます。よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、委任専決第６号損害賠償の額を定めることについて、説明を申し上げます。 

 平成１９年７月１１日、県立琵琶湖博物館駐車場内において発生した停車中の自動車へ

の公用自動車追突事故に対し、市の損害賠償額を２４万９，６８１円と定めるものであり

ます。地方自治法第９６条第１項第１３号の規定に基づき損害賠償の額を定めることにつ

いて、同法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、同条第２項の

規定により報告するものでございます。 

 委任専決第７号でございますが、これも損害賠償の額を定めることについて説明を申し

上げます。 

 平成１９年７月５日、野洲市小篠原２１１１番地２０地先において発生した公用自動車

による駐車場フェンスの一部破損事故について、市の賠償額を２万７９０円と定めるもの

であります。地方自治法第９６条第１項第１３号の規定に基づき損害賠償の額を定めるこ

とについて、同法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、同条第

２項の規定により報告するものでございます。 

 以上でございます。 

 （日程第５） 

○議長（田中栄太郎君） 日程第５、議第６８号から議第９１号まで、野洲市体育・スポ

ーツ振興審議会条例他２３件を一括議題といたします。 

 事務局に議件を朗読させます。 
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○事務局長（山中重樹君） 皆さん、おはようございます。それでは議件を朗読させてい

ただきます。 

 議第６８号野洲市体育・スポーツ振興審議会条例、議第６９号野洲市まちづくり協働推

進センター条例、議第７０号野洲市部設置条例の一部を改正する条例、議第７１号政治倫

理の確立のための野洲市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例、議第７２

号野洲市情報公開条例及び野洲市個人情報保護条例の一部を改正する条例、議第７３号野

洲市の議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ポスター

の作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例、議第７４号平成１９年度野洲市一

般会計補正予算（第１号）、議第７５号平成１９年度野洲市老人保健事業特別会計補正予

算（第１号）、議第７６号平成１９年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）、

議第７７号平成１９年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第１号）、議第７８号平成

１８年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について、議第７９号平成１８年度野洲市国

民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８０号平成１８年度野洲市老

人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８１号平成１８年度野洲市介護保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８２号平成１８年度野洲市地域医療振

興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８３号平成１８年度野洲市下

水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８４号平成１８年度野洲市墓地公園

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８５号平成１８年度野洲市基幹水利施設

管理事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８６号平成１８年度野洲市工業団地

等整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８７号平成１８年度野洲市土地取

得特別会計歳入歳出決算の認定について、議第８８号平成１８年度野洲市水道事業会計決

算の認定について、議第８９号訴えの提起について、議第９０号訴えの提起について、議

第９１号市道路線の認定及び廃止について。 

 以上でございます。 

○議長（田中栄太郎君） 議件の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求め

ます。 

 市長。 

○市長（山﨑甚右衞門君） それでは、議第６８号から順次提案理由の説明を申し上げま

す。 

 まず、議第６８号野洲市体育・スポーツ振興審議会条例について説明を申し上げます。 
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 体育及びスポーツに関する施策、特に野洲市スポーツ振興計画の具体的な推進方策など

について建議をしていただく機関として、スポーツ振興法第１８条第２項の規定に基づき、

野洲市体育・スポーツ振興審議会を設置するものであります。 

 この条例につきましては、公布の日から施行するものでございます。 

 議第６９号野洲市まちづくり協働推進センター条例について説明を申し上げます。 

 平成１９年１０月１日に野洲市まちづくり基本条例が施行することに伴い、市民の知恵

や力をまちづくりに生かすことで協働のまちづくりを促進し、誰もが気軽に市民活動がで

きる環境づくりに資するため、野洲市まちづくり協働推進センターを設置するものでござ

います。 

 本条例につきましては、平成１９年１０月１日から施行いたします。 

 議第７０号野洲市部設置条例の一部を改正する条例について説明を申し上げます。 

 野洲市まちづくり基本条例の施行に合わせ、同条例を具現化できる組織機構の実現を目

指すことを主たる目的として、従来設置をいたしておりました政策推進部を発展的に解消

し、新たに他の部局と機構の形態が異なる理事者直近のスタッフ組織として、まちづくり

政策室を設置し、政策マネジメント機能と市民協働のまちづくりの推進のための機能の強

化を目指すものであります。また、秘書業務を担当する課を直属で設置し、当該業務に求

められる臨機対応機能の強化を図ろうとするものであります。 

 なお、この条例につきましても平成１９年１０月１日から施行するものでございます。 

 議第７１号政治倫理の確立のための野洲市長の資産の公開に関する条例の一部を改正す

る条例について説明を申し上げます。 

 本条例は、証券取引法等の一部を改正する法律及び郵政民営化等の施行に伴う関係法律

の整備に関する法律の施行に伴いまして、所要の改正を行うものでございます。本条例に

つきましては、それぞれの法律の施行日の関係から、付則で施行日を別に定めようとする

ものでございます。 

 議第７２号野洲市情報公開条例及び野洲市個人情報保護条例の一部を改正する条例につ

いて説明を申し上げます。 

 本条例は、郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴い、

所要の改正を行うものであります。 

 本条例につきましては、平成１９年１０月１日から施行するものでございます。 

 議第７３号野洲市議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動
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用ポスターの作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について説明を申し上げ

ます。 

 本条例は、公職選挙法の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、地方公共団体の

長の選挙において、候補者が選挙運動のために使用するビラを公費で頒布することができ

るよう、所要の改正を行うものであります。 

 なお、本条例につきましては公布の日から施行いたします。 

 議第７４号から議第７７号までの平成１９年度野洲市一般会計補正予算及び特別会計補

正予算について説明を申し上げます。 

 別冊の平成１９年度野洲市補正予算書をご覧いただきたいと思います。 

 まず、１ページでございます。議第７４号平成１９年度野洲市一般会計補正予算（第１

号）について説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８億９，９１０万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１７２億６，２１０万円とするものであります。 

 次に、第２条地方債の補正でございますが、１０ページの第２表「地方債補正」をご覧

いただきたいと思います。 

 地方債の限度額につきましては、臨時財政対策債では、今年度の発行予定額の確定によ

りまして、５億１，０２２万１，０００円に変更するものであります。 

 次に、歳出の主な内容についてご説明を申し上げます。２６ページをご覧いただきたい

と思います。 

 まず、総務費につきましては、政策管理費、市民活動促進事業費で、まちづくり基本条

例が１０月に施行いたします関係で、広く市民に啓発するためのフォーラム開催費用とし

て５７万９，０００円を追加するものであります。 

 財産管理費の基金積立費では３億６，０００万円の追加であり、財政調整基金へ３億１，

０００万円、減債基金に５，０００万円をそれぞれ積み立てるものであります。 

 税務総務費では、法人市民税の申告等によります過年度課税分の還付金２，８００万円

を追加いたします。 

 次に、民生費につきましては２８ページをご覧下さい。 

 障害者福祉費、障害者自立支援事業費では、県の臨時特例基金特別対策事業により、備

品購入費で視覚障害者等のために市役所窓口等に情報支援機器を配置するために１１０万

２，０００円を追加し、扶助費では、補助金からの科目変更を含め通所授産施設等に対す
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る通所者送迎費の助成等で、１，２６６万６，０００円を追加するものであります。 

 次に、市民生活費では、野洲駅北口にありましたＪＡおうみ富士駅前出張所の土地建物

を購入し、地域安全センターとして利用するために、修繕料、光熱水費、公有財産購入費

等で１，４２０万円を追加し、また工事請負費で自治会要望の増加により防犯灯の設置工

事費１００万円を追加するものであります。 

 次に、３２ページでございます。 

 健康推進費では、利用者数の増加により、精神障害者共同作業所運営補助金で８１万８，

０００円、精神障害者小規模授産施設運営補助金で１２６万７，０００円をそれぞれ追加

するものであります。 

 次に、商工費でございますが、３４ページでございます。 

 商工振興費では、工業振興条例の規定による助成措置申請に基づく工業振興助成金３億

７１２万円を追加するものであります。 

 次、３６ページでございますが、観光費では、財団法人地域活性化センターの合併市町

村地域資源活用事業助成金の交付決定により、富士山サミット実行委員会補助金の追加及

び財源更正を行うものであります。 

 次に、土木費関係につきましては、交通安全施設整備費では、委託料で大篠原開拓道線

及び野神東町線の交差点改良測量設計を実施するための経費として２００万円を、土地区

画整理事業費では、負担金補助及び交付金で市三宅東部土地区画整理組合準備委員会に対

して、洪水調整池工法検討経費２８０万円を追加するものであります。 

 街路事業費では、委託料で市三宅北桜線街路事業におきまして、滋賀県収用委員会へ提

出する裁決申請、明け渡し裁決申し立てに伴う関係書類を整備するための経費として１８

６万円を追加いたします。 

 次に、３８ページでございますが、住宅管理費では、委託料で市営住宅の明け渡し及び

滞納家賃等の支払いを求める訴訟に伴う弁護士費用及び動産撤去費用で１８７万２，００

０円を追加するものであります。 

 住宅建設費では、工事請負費で駅前団地の住宅撤去費６５０万円を追加いたします。 

 教育費関係では、教育振興費、教育研究活動費では、文部科学省の栄養教諭を中核とし

た学校・家庭・地域の連携による食育推進事業、県の中学校英語力向上事業及び小学校の

心のオアシス相談員派遣事業の交付金及び追加交付決定を受け、合計で１０２万８，００

０円を追加するものでございます。 
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 次に、４２ページでございますが、小学校管理費では、篠原小学校非常用階段改修工事

に係る経費増額分及び放課後子ども教室運営事業に係る空調機器整備費として、７０９万

５，０００円を追加するものであります。 

 次に、４４ページですが、保健体育総務費では、合併３周年記念ウォーキング事業実施

に伴う経費、体育振興に伴うそれぞれの地区の備品倉庫を設置する経費、また体育・スポ

ーツ振興審議会条例の提案に伴いまして、委員の謝礼を委員報酬に組み替えるものでござ

います。 

 次、体育施設費では、総合体育館の空調設備の整備に１，８９０万円を追加するもので

あります。 

 次、公債費におきましては、平成１８年度に借り入れた合併特例債について、当初元金

の償還を据え置き期間を置く予定をしておりましたが、金融機関との協議の結果、据え置

き期間のない借り入れを実施いたしましたので、即元金の返還が必要ですので、元金で１

億８，８７２万円、そのかわり利子が不要になりますので、利子を５，６００万円減額い

たします。 

 以上が、一般会計に係る歳出の主な内容でございますが、これに見合う歳入といたしま

しては、１４ページに戻っていただきまして、まず市税では固定資産税など合計で２億４

４１万４，０００円、地方特例交付金で４９１万１，０００円、地方交付税では普通交付

税で予算が１１億５，０００万円を見込んでおりましたが、交付額が１４億５５８万６，

０００円と決定になりましたので、２億５，５５８万６，０００円の増額をいたすもので

ございます。 

 国庫支出金では、４２７万５，０００円を追加するものであります。児童手当給付費負

担金や公営住宅建設費補助金でございます。 

 県支出金では、１，１５３万８，０００円の追加であり、障害者自立支援事業等補助金

や木の学習机整備費補助金の追加等、補助金の増減によるものであります。 

 次に、繰入金では、７，７３３万７，０００円の増額であります。老人保健事業や介護

保険事業特別会計からの繰入金であります。 

 繰越金では、前年度決算剰余金から３億３，０５１万８，０００円を繰り入れるもので

あります。 

 諸収入では、５９０万円の増額であり、財団法人自治総合センターから９０万円、財団

法人地域活性化センターから５００万円の助成金を受けるものでございます。 
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 次に、市債では、４２２万１，０００円の追加であります。臨時財政対策債の今年度発

行可能額の確定によるものであります。 

 続きまして、特別会計補正予算についてご説明を申し上げます。 

 まず、議第７５号の平成１９年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて説明を申し上げます。 

 補正予算書４７ページでございますが、今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予

算の総額にそれぞれ７，０９６万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を３３億４，

９３０万円とするものであります。 

 それでは、歳出の内容について説明を申し上げます。６０ページをご覧下さい。 

 諸支出金において、平成１８年度医療費の実績が確定したことから、一般会計繰出金で

６，９４３万６，０００円を追加するものであります。 

 償還金では、支払基金交付金で返還が生じたことから、１５２万８，０００円を追加す

るものであります。 

 以上が歳出でありまして、これに見合う歳入といたしましては、５４ページへ戻ってい

ただきまして、平成１８年度交付金等の実績が確定したことから、国庫支出金で７，０１

９万２，０００円及び県支出金７７万９，０００円を追加するものであります。 

 続きまして、議第７６号平成１９年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

について説明を申し上げます。補正予算書の６３ページでございます。 

 今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，６６７万６，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２４億４，２３３万円とするものであります。 

 それでは、歳出の主なものから説明を申し上げますと、まず諸支出金において前年度の

保険給付費及び地域支援事業費の実績による精算に伴う返還金等を計上したもので、国、

県及び支払基金への返還金で１，８７７万５，０００円を、また一般会計繰出金で７９０

万１，０００円をそれぞれ追加するものであります。 

 以上が歳出でございますが、これに見合う歳入といたしましては、支払基金交付金で前

年度保険給付費の不足分の精算交付を受けるもので、９４９万６，０００円を追加し、繰

越金では前年度決算剰余金から１，７１８万３，０００円を追加するものであります。 

 続きまして、議第７７平成１９年度号野洲市下水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて説明を申し上げます。補正予算書７９ページでございますが、今回の補正につきま

しては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，６３８万４，０００円を追加し、歳入
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歳出予算の総額を２１億４，３９１万５，０００円とするものであります。 

 それでは、歳出の内容について説明を申し上げます。９６ページでございます。 

 総務費の一般管理費では、消費税の修正申告による納付分として１，２４７万９，００

０円を追加し、公共下水道事業費、管渠管理費では、管渠維持管理事業費で、道路舗装起

伏修繕費用等で５９８万３，０００円を追加し、管渠築造費では、前納報奨金として１９

２万２，０００円を、工事請負費では辻町４号枝線管渠工事に伴う舗装本復旧費として６

００万円を追加するものであります。 

 これに見合う歳入予算といたしましては、分担金及び負担金で１，５３９万９，０００

円の追加、繰入金で前年度決算剰余金の精算により、一般会計繰入金を精査しまして４５

２万円の減額、繰越金で前年度決算剰余金から３４０万５，０００円の追加、市債では公

共下水道事業債及び資本費平準化債の確定により１，２１０万円を追加し、対応するもの

であります。 

 次に、議第７８号から８８号までの平成１８年度各会計決算の認定について説明を申し

上げます。 

 そのことにつきましては、当該決算審査を去る７月２３、２４、２６、２７及び３０日

の５日間に渡って、監査委員の方々に監査をお願いいたしました。後ほど監査委員さんか

ら報告をいただきますが、各会計の決算については、いずれも関係法令に準拠して作成さ

れ、その計数は正確であり予算に基づき適正に執行されているものと認められたとのご意

見をいただいております。 

 それでは、平成１８年度野洲市各会計歳入歳出決算書により、各会計の決算について説

明を申し上げます。 

 まず、議第７８号平成１８年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定については、１４ペ

ージでございますが、歳入決算額２０３億４，１２５万８，４５３円で、歳出決算額は１

９８億３，８２０万３，９４２円となり、歳入歳出差引額は５億３０５万４，５１１円で

ありますが、この中には翌年度に繰り越すべき繰越明許費繰越額５，２５１万４，０００

円が含まれていますので、この控除をいたしますと実質収支額は４億５，０５４万５１１

円となりまして、この額を平成１９年度へ繰り越すものであります。 

 次に、議第７９号平成１８年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついては、２４ページでございますが、歳入決算額３７億５，１１３万３，３６８円で、

歳出決算額は３６億９，５３５万２，７４６円となり、歳入歳出差引額は５，５７８万６
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２２円となりました。 

 続きまして、議第８０号平成１８年度野洲市老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、３０ページをご覧下さい。歳入決算額３３億５９万６，４３１円で、歳出決

算額は３３億５０万１，３８７円となり、歳入歳出差引額は９万５，０４４円となりまし

た。 

 また、議第８１号平成１８年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

ては、３８ページでございますが、歳入決算額２３億６，７０７万５，８７８円で、歳出

額は２３億８０３万３，０８９円となり、歳入歳出差引額は５，９０４万２，７８９円で

あります。この中には、翌年度へ繰り越すべき繰越明許費繰越額３８４万９，０００円が

含まれておりますので、これを控除いたしますと、実質収支額として５，５１９万３，７

８９円となりまして、この額を平成１９年度に繰り越すものであります。 

 次に、議第８２号平成１８年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算

の認定については、４４ページでございますが、歳入歳出額及び歳出決算額は２，４６７

万５，０００円で、歳入歳出差引額はありません。 

 次に、議第８３号平成１８年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

は、５０ページでございますが、歳入決算額が２０億５，９３３万８，３４５円で、歳出

決算額は２０億４，９７２万７，２９１円となり、歳入歳出差引額は９６１万１，０５４

円でありますが、この中には翌年度へ繰り越すべき繰越明許費繰越額４７０万５，０００

円が含まれておりますので、これを控除いたしますと、実質収支額は４９０万６，０５４

円となりまして、この額を平成１９年度に繰り越すものであります。 

 続きまして、議第８４号平成１８年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、５６ページでございますが、歳入決算額が２，９２５万２，０６３円で、歳

出決算額が２，５３３万７，０９４円となり、歳入歳出差引額は３９１万４，９６９円と

なりました。 

 また、議第８５号平成１８年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算の認

定については、６２ページでございますが、歳入決算額が１，１２２万２，６０２円で、

歳出決算額が１，１２２万２，５６５円となり、歳入歳出差引額は３７円となりました。 

 次に、議第８６号平成１８年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、６８ページですが、歳入決算額が２９億６，１７１万８，６０７円で、歳出

決算額は２９億６，１６１万３５４円となり、歳入歳出差引額は１０万８，２５３円とな
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りました。 

 次に、議第８７号平成１８年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定については、

７４ページでございますが、歳入決算額が５，１４７万２，８３５円で、歳出決算額は５，

１４７万２，７６９円となり，差引額は６６円となりました。 

 最後に、議第８８号平成１８年度野洲市水道事業会計決算の認定については、別冊の野

洲市水道事業会計決算及び事業報告書をご覧いただきたいと思いますが、まず１ページご

ざいます。 

 収益的収入及び支出でありますが、収入決算額が８億６，１１６万８，６７８円で、こ

れに対し支出決算額が８億７，７４６万６，８４７円となり、収入支出差引額は１，６２

９万８，１６９円の赤字となりました。 

 次に、２ページをご覧下さい。資本的収入及び支出でありますが、収入決算額が４，５

５８万７５０円で、これに対して支出決算額は２億２，８２０万２，９８９円となったも

のであり、資本的収入が資本的支出に不足する額は過年度分損益勘定留保資金と当該年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんいたしました。 

 以上、提案理由の概要の説明とさせていただきます。 

 次に、議第８９号及び議第９０号の訴えの提起についてご説明を申し上げます。 

 長期にわたり家賃を滞納し、住宅の使用許可取り消し通知にも応じない山嵜一郎及び玉

保世みち子に対し、それぞれ住宅の明け渡し及び滞納家賃等の支払いを求め、大津地方裁

判所へ提訴するため、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議決を

求めるものであります。 

 議第９１号市道路線の認定及び廃止について説明を申し上げます。 

 市道野洲川右岸線道路改良工事のうち、今般竣工いたしました２０４．５メートルを新

たに市道に認定し従来の路線を廃止することについて、道路法第８条第２項の規定に基づ

き、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上が提案理由でございます。よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 （日程第６） 

○議長（田中栄太郎君） 次に、議第７８号から議第８８号までの決算認定について、代

表監査委員の有馬和夫氏より審査結果の報告を求めます。 

○代表監査委員（有馬和夫君） おはようございます。ただいまご指名いただきました監

査委員の有馬でございます。 
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 過日、議会選出の監査委員、原田薫氏と審査を行いましたので、その結果につきまして

ご報告いたします。 

 地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項の規定により、審査に付されま

した平成１８年度野洲市一般会計、各特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況並びに地方

公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付されました平成１８年度野洲市水道事

業会計決算に対する審査の結果は、次のとおりであります。 

 まず、審査の対象としましたのは、平成１８年度野洲市一般会計歳入歳出決算、平成１

８年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算、平成１８年度野洲市老人保健事業

特別会計歳入歳出決算、平成１８年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算、平成１

８年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算、平成１８年度野洲市下水

道事業特別会計歳入歳出決算、平成１８年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算、

平成１８年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算、平成１８年度野洲市工

業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算、平成１８年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出

決算、平成１８年度野洲市各基金運用状況、平成１８年度野洲市水道事業会計歳入歳出決

算であります。 

 次に、審査の期日ですが、平成１９年７月２３日、２４日、２６日、２７日、３０日の

５日間であります。審査の方法としましては、平成１８年度一般会計及び各特別会計並び

に水道事業会計の歳入歳出決算書、その付属書類及び基金運用状況報告書等について、計

数の確認とあわせて予算執行の適否及び事務処理の合理性について慎重に審査を実施いた

しました。また、関係職員の説明を求めると共に既に実施した例月出納検査及び定期監査

の状況も参考にして審査を行ったものであります。 

 次に、審査の結果でありますが、審査に付された各会計の歳入歳出決算は、その計数は

正確であり、予算に基づき適正に執行されているものと認めます。 

 今回の決算については、年間を通した決算としては２回目の決算年度であることから、

いま一度決算の正確性などの基本的な部分を中心に審査を実施したところであります。 

 平成１８年度においては、市総合計画、国土利用計画など、市のまちづくりの根幹とな

る計画の策定や、この１０月から実施を予定されているまちづくり基本条例など、市の主

な計画の大半が策定され、またコミセンなかさと・ひょうず、学校給食センター、障害者

スポーツ施設が整備され、野洲市としての確実な歩みがうかがわれるところであります。 

 しかし、その一方では、国の三位一体改革による地方交付税の削減や少子高齢化など、
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行政を取り巻く環境はますます厳しいものとなっております。また、前年度に引き続き起

債が増加しておりますが、このことは将来の財政運営に対して少なからず負担になってく

るものと思われます。 

 このような状況下において、市では平成１８年１０月に第１次野洲市行政改革大綱と野

洲市財政健全化計画を策定され、行政改革の推進に向けた指針及び具体的な実行方策が示

されたところであります。 

 近年の多岐多様化する住民ニーズに応えるためには、この行政改革の積極的な取り組み

により、将来を見通した確実な予測のもと、中長期的な幅広い視野を持った対応が図られ

ると共に、合併した利点を生かした取り組みによって、魅力ある住みよいまち野洲市の実

現を期待するものであります。 

 以上、平成１８年度野洲市各会計の決算審査報告といたします。 

○議長（田中栄太郎君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明９月１日から９月６日までの６日間は、議案調査のため休会といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（田中栄太郎君） ご異議なしと認めます。よって、明９月１日から９月６日の６

日間は休会とすることに決定いたしました。 

 なお、念のため申し上げます。来る９月７日は午前９時から本会議を再開し、議案質疑

及び一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。（午前９時４５分 散会） 
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